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オープンサイエンス・データ利活用推進小委員会の設置について

小委員会等名： オープンサイエンス・データ利活用推進小委員会

１ 所 属 委 員 会

名 
オープンサイエンスを推進するデータ基盤とその利

活用に関する検討委員会

２ 委員の構成 ２０名程度以内の会員又は連携会員若しくは会員又

は連携会員以外の者 

３ 設 置 目 的 日本学術会議は第２５期課題別委員会として、

オープンサイエンスを推進するデータ基盤とその

利活用に関する検討委員会を設置している。 

この課題別委員会では学術の成果のオープン

化・共有による研究の進展の加速化、研究データを

オープン化による研究成果の再現性の向上等を目

的に、データ基盤の構築並びにその利活用につい

て分野横断的な審議を行うこととしているが、今

般内閣府特命担当大臣（科学技術政策担当）より、

オープンサイエンス、データ利活用をを推進する

方策について、当該分野で日本がリーダーシップ

を発揮するための方向性やそのためにアカデミア

と取組むべき事項も含めて検討を求める審議依頼

があった。

この審議依頼に対応するため、会員・連携会員だ

けでなく、第一線で活躍する外部の研究者や若手

等で構成される小委員会を設置し、研究データ管

理のための具体的方策やデータ駆動型科学の振興

のために考慮すべき事項を機動的に審議し、その

成果を整理して分科会に報告する。

４ 審 議 事 項 １．研究機関等において必要となる研究データ管理

のための課題の整理と具体的方策

２．各分野の多様性を踏まえ、今後のデータ駆動型

科学の振興のために考慮すべき事項  

５ 設 置 期 間 幹事会決定の日～令和４年１２月３１日  

６ 備 考 新規設置 
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第 25 期 オープンサイエンス・データ利活用推進小委員会 

 

 

氏  名 所  属  ・   職  名  備  考  

溝端佐登史 
京都大学名誉教授・経済学研究所特任教

授 
第一部会員 

狩野 光伸 
岡山大学副理事・学術研究院ヘルスシス

テム統合科学学域教授 
第二部会員 

小安 重夫 国立研究開発法人理化学研究所理事  第二部会員 

武田 洋幸 
東京大学執行役・副学長、大学院理学系

研究科教授 

第二部会員 

第二部長 

菱田 公一 明治大学研究･知財戦略機構特任教授  
第三部会員 

副会長 

木部 暢子 
大学共同利用機関法人人間文化研究機構

長 
連携会員 

喜連川 優 
情報・システム研究機構国立情報学研究

所所長、東京大学特別教授 
連携会員 

永井 良三 自治医科大学学長  連携会員 

生貝 直人 一橋大学大学院法学研究科准教授   

林 和弘 
文部科学省科学技術政策研究所データ解

析政策研究室長  
 

※構成：２０名程度以内の会員又は連携会員若しくは会員又は連携会員以外

の者  




